
大
規
模
災
害
に
備
え

原
子
力
総
合
防
災
訓
練
と
津
波
避
難
訓
練

　

平
成
23
年
３
月
、
東
京
電
力
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
が
発
生
し

ま
し
た
。

　

こ
の
事
故
の
教
訓
か
ら
、
町
で
は

国
の
主
催
す
る
平
成
25
年
度
原
子
力

総
合
防
災
訓
練
に
あ
わ
せ
、
総
合
的

な
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
原
子

力
災
害
に
係
る
関
係
機
関
の
知
識
の

習
熟
お
よ
び
相
互
の
連
携
強
化
や
町

民
の
防
災
意
識
の
向
上
を
目
的
と
し

た
、
長
島
町
原
子
力
総
合
防
災
訓
練

が
10
月
12
日
に
あ
り
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
九
州
電
力
川
内
原
子
力

発
電
所
か
ら
の
距
離
が
30
㌔
圏
内

（
緊
急
時
防
護
措
置
を
準
備
す
る
区

域
＝
Ｕ
Ｐ
Ｚ
）
の
５
集
落
を
対
象
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

対
象
と
な
っ
た
の
は
、
田
尻
、
火

ノ
浦
、
汐
見
、
潟
、
広
野
集
落
で
、

住
民
、
消
防
団
員
ら
あ
わ
せ
て
約

２
３
０
人
が
参
加
し
、
訓
練
で
は
、

災
害
対
策
（
警
戒
）
本
部
の
設
置
・

運
営
、
災
害
情
報
の
収
集
や
避
難
誘

導
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

避
難
誘
導
訓
練
で
は
、
各
集
落
の

小
学
校
や
公
民
館
を
緊
急
集
合
場
所

に
指
定
し
、
消
防
団
員
や
町
職
員
が

住
民
確
認
を
実
施
。
自
家
用
車
で
避

難
で
き
な
い
人
な
ど
を
、
町
が
所
有

す
る
バ
ス
に
誘
導
し
た
後
、
避
難
所

で
あ
る
町
総
合
体
育
館
へ
避
難
し
ま

し
た
。

　

避
難
所
で
は
、
白
い
防
護
服
を
身

に
ま
と
っ
た
職
員
が
、
避
難
住
民
の

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ（
放
射
線
量
検
査
）

を
行
い
ま
し
た
。

　

訓
練
終
了
後
、
防
災
担
当
職
員
が

「
実
際
に
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

避
難
所
で
は
公
民
館
単
位
で
生
活
す

る
こ
と
に
な
る
。
町
民
一
人
ひ
と
り

が
、
で
き
る
だ
け
快
適
に
生
活
で
き

る
よ
う
、
助
け
合
い
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

災
害
対
策
本
部
で
訓
練
を
見
守
っ

た
川
添
健
町
長
は
「
多
く
の
町
民
の

参
加
と
協
力
が
あ
り
、
訓
練
が
ス

ム
ー
ズ
に
実
施
さ
れ
た
。
災
害
発
生

時
に
も
、
今
回
の
訓
練
を
生
か
し
て

ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
こ
の
日
の
午
前
中
、
津
波
を

想
定
し
た
避
難
訓
練
が
、
浦
底
地
区

の
４
集
落
（
浦
底
、
福
ノ
浦
、
三
船
、

桂
代
）
で
行
わ
れ
、
町
民
や
消
防
団

員
約
３
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
で
、
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
た
大
津
波
の
影
響
か

ら
、
参
加
し
た
住
民
ら
は
み
な
真
剣

で
、
防
災
に
対
す
る
意
識
の
向
上
が

伺
え
ま
し
た
。

↑スクリーニングでは放射線量を測定 ↑緊急集合場所で、職員の確認後バスへ乗り込む住民ら（田尻集落）

↑津波を想定し、消防団員の誘導で高台へ避難する住民ら（浦底集落）
↑消火訓練を行う住民
　（福ノ浦集落）
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